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王地山焼青磁亀甲唐草透六角燈籠

42

市指定
所在地：小多田

本明谷鳳凰山の見送り 市指定
所在地：本明谷

当六角燈籠は、傘・
胴・足と別々に型で造り、
それを継ぎ合わせて釣燈
籠にしている。
王地山焼は型物に優れ
た技術を発揮したが、こ
の燈籠は前面に施された
深浅の彫文様、側面に交
互に透彫された亀甲文、
薄淡く焼き上がった青磁
釉など、王地山焼の洗練
された技を体現する逸品
である。
高さ32㎝、幅30㎝。

川原住吉神社の祭礼に曳き出さ
れる山車の一つ、本明谷鳳凰山に
かける見送りで、錦の綴れ織りに
よって作られている。制作年代は
元禄年間（1688～1704）で、地元
の伝承では100年前に京都で入手
したとする。
図柄は上段に鳳凰を配し、中央
には中国前漢の人東方朔

とうぼうさく

の旅する
姿が描かれている。天界の鳳凰、
地上の東方朔とを分ける帯状文様
が構図として注目される。
東方朔は西王母

せいおうぼ

（中国の仙女の
一人）の桃園で桃を食べ、不老長
寿を手にしたと伝えられ、見送り
に相応しいモチーフとなってい
る。

ほんみょうだに
ほうおうやまのみおくり

おうじやまやきせいじきっこう
からくさすかしろっかくとうろう


